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件    名 提案者 共 産 党 公 明 党 野 洲 ネ ッ ト 野 洲 政 風 会     

２６年度一般会計予算（不公正な同和行政、工業振興助成金、） 市  長 ● ● ● 〇 〇 〇 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 

  
 ● 

  

○ 

議 
 
 
 
 

長 

２６年度上下水道特別会計予算（消費税８％にするための使用料値上げ） 市  長 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２６年度国保特別会計（２億５千万円の基金を国保税引き下げに使わない） 市  長 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

消費税増税を中止するように求める意見書 共 産 党 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

誰もが安心して介護が受けられる介護保険制度の確立を求める意見書 共 産 党 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 

集団的自衛権行使を容認する解釈改憲を行いないことを求める意見書 共 産 党 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 

特定秘密保護法の廃止を求める意見書 共 産 党 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● 

労働者保護ルールの改正反対を求める意見書 野洲ネット ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● 

食の安全・安心を求める意見書。ＰＭ２．５の対策の推進を求める意見書 公 明 党 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

発
達
障
が
い
を
抱
え
る
子
ど
も
達
は
、

夢
や
希
望
を
抱
い
た
就
労
を
願
っ
て
も
、

現
実
は
選
択
肢
が
少
な
く
辞
め
て
引
き
こ

も
っ
て
し
ま
う
と
言
う
実
態
が
あ
り
、
保

護
者
の
方
々
も
心
配
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

野
洲
市
の
福
祉
の
取
り
組
み
は
、
全
国
に

先
駆
け
て
の
事
業
な
ど
、
早
い
段
階
か
ら

の
福
祉
と
教
育
が
一
体
化
し
た
施
策
と
し

て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
、
現
在
、
【新
野
洲
市
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
構
想(

案)

】の
作
成
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
就
労
し
た
後
も
含
め

様
々
な
実
態
を
踏
ま
え
て
、
障
が
い
の
子

ど
も
や
支
え
る
保
護
者
が
安
心
出
来
る

施
策
や
事
業
と
な
る
事
を
求
め
ま
し
た
。 

   

国
が
推
し
進
め
る
【
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
】
は
国
の
責
任
を
投
げ
だ
し
、
保

育
を
市
場
に
委
ね
て
格
差
を
持
ち
込
む
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

野
洲
市
と
し
て
影
響
を
受
け
る
一
つ
と

し
て
『
地
域
型
保
育
』
が
あ
り
、
９
月
議
会

ま
で
に
様
々
な
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
園
を
含

め
し
っ
か
り
と
し
た
保
育
に
質
の
確
保
を

求
め
ま
し
た
。 

   

野
洲
市
役
所
前
交
差
点
の
歩
車
分
離
信

号
は
斜
め
横
断
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
の
通
学
に
問
題
あ
る
と
の
要
望
が
あ

り
ま
す
が
、
通
学
路
の
変
更
な
ど
の
安
全

対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

環境経済建設常任委員会。議

会広報特別委員会。議会改革

特別委員。 

文教福祉常任委員会。都市基

盤建設特別委員会、副委員長 

安
倍
自
公
政
権
が
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
企
業
参
入
に

よ
り
地
域
農
家
が
排
除
さ
れ
、
野
洲
農
業

を
崩
壊
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
市
長
の

見
解
を
求
め
ま
し
た
。 

「
基
本
的
に
は
担
い
手
の
方
達
に
使
っ
て
い

た
だ
く
為
、
余
り
過
大
な
心
配
を
さ
れ
な

い
で
、
も
う
少
し
状
況
を
見
て
い
っ
た
ら
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
こ
れ

で
は
政
府
の
進
め
る
農
業
政
策
に
追
従
し

て
し
ま
い
、
農
家
も
守
れ
ま
せ
ん
。  

 
 

そ
も
そ
も
こ
の
農
地
中
間
管
理
事
業

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
前
提
に
し
た
も
の
で
、

農
業
委
員
会
の
権
限
を
弱
め
て
機
構
が
農

地
の
流
動
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
５
年
後
に
は
生
産
調
整
の
減
反
政

策
を
打
ち
切
り
、
交
付
金
や
奨
励
制
度
も

段
階
的
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。
自
給
率
の
引

き
上
げ
を
求
め
ず
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に

頼
っ
て
き
た
日
本
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
な
れ

ば
、
さ
ら
に
輸
入
品
が
増
大
し
農
業
だ
け

で
な
く
、
食
の
安
全
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

  

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
比
江
地
先
の
湖

南
幹
線
道
路
に
は
、
供
用
開
始
と
同
時
に

信
号
機
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
野

洲
中
主
線
と
市
道
中
北
江
部
交
差
点

や
、
竹
ヶ
丘
団
地
か
ら
県
道
守
山
中
主
線

は
車
の
交
通
量
が
多
く
危
険
な
為
早
期
に

信
号
機
の
設
置
を
求
め
、
そ
の
他
新
踏
切

の
拡
幅
と
安
全
対
策
も
求
め
ま
し
た
。 

 

◆
安
倍
政
権
は
、
消
費
税
の
増
税
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
、
特
定
秘
密
保
護
法

の
強
行
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
への
参
加
、
原
発
の
再

稼
働
と
原
発
輸
出
、
教
育
委
員
会
制
度
の

破
壊
な
ど
国
民
の
願
い
と
逆
行
し
、
暴
走

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
を
尋
ね
ま

し
た
。
市
長
は
「暴
走
の
意
味
が
分
か
ら
な

い
」と
答
弁
を
避
け
ま
し
た
。 

◆
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
県
下

で
３
番
目
に
高
い
国
保
税
を
引
き
下
げ
る

べ
き
。
基
金
残
高
は
２
億
５
千
万
円
あ
り
、

一
世
帯
一
万
円
の
引
き
下
げ
は
可
能
で
あ

る
と
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
「
医
療
費
は
診

療
報
酬
な
ど
で
変
動
す
る
。
健
全
経
営
の

た
め
基
金
は
必
要
」
と
市
民
の
暮
ら
し
よ

り
、
経
営
重
視
の
冷
た
い
答
弁
。
「資
格
証

明
書
の
発
行
は
、
一
律
で
な
く
、
き
め
細
か

な
対
応
を
す
る
」
と
答
弁
し
改
善
が
さ
れ

ま
す
。 

◆
新
病
院
の
建
設
は
、
病
院
機
能
に
プ

ラ
ス
し
て
、
福
祉
や
子
育
て
機
能
を
持
つ
施

設
に
す
べ
き
と
の
質
問
に
、
市
長
は
「
別
の

施
設
に
す
る
の
か
色
々
あ
る
が
、
福
祉
や

病
児
・
病
後
児
保
育
な
ど
可
能
な
限
り
エ

リ
ア
の
な
か
で
検
討
」と
答
弁
。 

◆
教
育
委
員
会
を
形
骸
化
し
、
自
治

体
の
首
長
に
よ
る
教
育
介
入
を
強
め
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
の
見
解
と
、
子
ど
も
に
過

度
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
全
国
一
斉
学
力

テ
ス
ト
は
や
め
る
べ
き
と
質
問
。
教
育
長
は

「教
育
の
中
立
性
、
継
続
性
、
安
定
性
確
保

の
た
め
、
教
育
行
政
に
首
長
の
権
限
が
強

ま
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
学
力
テ
ス
ト

は
、
今
後
も
参
加
す
る
」と
答
弁
。 

総務常任委員会。議会改

革特別委員会委員長。 

湖南広域行政組合議員。 

主な議案・意見書の態度   ○賛成 ●反対 

２月議会では市長３９議案件、議員８案件が提案されました。その内、共産党市議団は消
費税増税に関する議案や条例、不公正な同和行政など１１議案に反対、３６議案に賛成。 

 



 

 

 

１）消費税増税を中止するように求める意見書（案） 

２）誰もが安心して介護が受けられる介護保険制度の確立

を求める意見書(案) 

３）集団的自衛権行使を容認する解釈改憲を行わないこと

を求める意見書(案) 

４）特定秘密保護法の廃止を求める意見書(案) 

国に対して市民の声をしっかり届ける事が大切ですが、

保守系を始め他会派議員の反対により４件とも否決とな

りました。 

http://www.yasusigi.net/ 

日本共産党湖南市議団として、３月４日滋賀
県へは養護学校の新設要望、１月２３日はＪＲ
京都支社に各踏切の拡幅などを求めました。 

 

県の養護学校新設に対する答
弁は非常に冷たいものでした

が、ＪＲとの交渉では行政からの

事業要望があれば協議に応じる

と、これまでよりも前進していま
すので、粘り強く求め続けてい

きます。 

４月からの消費税増税や集団的自衛権行使の容認、特定秘密保護法の強行、原発の再稼働や輸出、靖

国神社参拝、ＴＰＰ交渉、教育委員会制度の破壊、社会保障の更なる改悪など、平和や暮らしが脅か

される中で、市民目線での予算では無い冷たい市政に対して問いただしました。国のいいなりではな

く、地方自治体から積極的な市民の為の施策展開が求められます。 

 

  

 

  

 

２
月
２６
日
～
３
月
２５
日
ま
で
、
定
例
市
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
暴
走

し
た
政
治
を
続
け
る
安
倍
政
権
の
も
と
で
、
国
民
の
暮
ら
し
に
影
響
を
与
え
る

制
度
改
悪
が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
現
状
の
中
で
、
い
か
に

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
お
り
、
市
民
の
切
実
な
声

や
願
い
を
議
会
に
届
け
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
録
画
中
継
で
も
質
疑
の
詳
細
を
観
れ
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

 市民の皆さんの願いでもある新たな市立病院建設に向けての予算は評価すべきであり、早期の実現が望まれます

が、以下の項目に関して質疑の中で問題点を指摘し、議案に対して反対しました。 

【①上下水道料金の引き上げ】消費税増税の影響によるものだが、逆進性が高く低所得者ほど負担が重くなる為、支

援策を行うべき。 

【②同和行政】２８年度に一般施策化の方向だが、解放学習など一部の地域への施策が継続されており、全地域の子

どもを対象とした一般施策へ早期移行すべき。 

【③工業振興助成金】市内からの雇用確保も把握出来ない大企業応援はやめるべきであり、吹田市で行われてる産業

振興条例のような中小零細企業を支援する施策に転換すべき。 

【④国保税や介護保険事業、後期高齢者保険制度】高すぎる国保税、保険あって介護なしと言われる介護保険、天井

知らずに保険料が上がり続ける後期高齢者保険など、市民の負担を減らす為にも料金の引き下げや一般会計からの繰

り入れを行うべき。 

【⑤教育行政】子ども達に競争の原理を押し付け、国連からもストレスによる発達障害の指摘を勧告されている全国

一斉学力テストには参加すべきでない。 

ＪＲとの交渉の様子 

県交渉の様子 


